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取
り
組
み

COVID-19流行下における、新たな行政系データの創出と社会的価値の実現

研究開発課題1-1：行政系医療保健データ連結基盤技術の開発と高度化

• 新たな行政データ（抗体検査、感染状況、陽性者
の追跡データ等）を解析

• 潜在的罹患者のスクリーニングや感染状況のフィード
バックをLINEベースで行うサービスを実現

• FY19-21にかけ継続運用し、保健行政の負荷削
減に貢献

• 34都道府県へ展開
• The Lancet Regional Healthなどの査読付きの
国際的英字誌に掲載

▼神奈川県より開始したLINEコロナお知らせシステム

日常由来データからの転倒高リスク者の推計

取り組み

成果

• 生活動態計測アプリからの歩行ログデータ、健康意識や状態・生活習慣等に関する調査票データ、
PokemonGoプレイスタイルデータ等を個人連結

• 歩行速度低下（-1.33[-2.52〜-0.15] km/h）と1年以内の屋外転倒経験との間に有意な関係性
• 査読付き国際英文誌Health (Vol.13 No.5)にアクセプト

意義 • 転倒という高齢者のWell-beingに大きく影響を与える疾患において、日常生活由来のデータから高リスク者
を推測できる可能性

▼歩行速度低下と1年以内の屋外転倒経験の関係性**

** Health (Vol.13 No.5)

研究開発課題1-2：民間系データ基盤技術の開発と高度化

実
績
・
成
果

▼34都道府県で展開したUI、およびSNSを活用した症状モニタリングの有用性*

*Lancet Reg Health West Pac. 2020 Aug;1:100011
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